
 

1 

 

株式会社インターファクトリー 2022 年 5月期 通期決算説明会 質疑応答集 

 

この質疑応答集は、2022 年 7 月 13 日（水）に開催したアナリスト・機関投資家向け決算

説明会にて、皆様からいただいたご質問をまとめたものです。 

ご理解いただきやすいよう、一部内容の加筆・修正を行っております。 

 

 

Q1： クラウドシステムの移行費用について、2022/5 期のみの発生とあるが、2023/5 期に

は費用が一切かからないという認識でよいか。 

A1：クラウドシステムの移行に関しては、ほぼ完了しています。一部、軽微な残作業があ

り、若干の原価がかかる想定ではありますが、概ね 2023/5 期には費用がかからない想定で

おります。 

 

 

Q2 ： ebisumart：zero」の現在の状況と今後について、教えてください。 

A2：：スタートアップ・中規模 EC事業様向けの： ebisumart：zero」について、直近は業績に

影響を与えるような状況ではございませんが、2023/5 期上期には積極的なプロモーション

および販売網の構築を行ってまいりますので、2023/5 期下期にはある程度の数値を出して

いきたいと考えています。 

 

 

Q3 研究開発などにおける足元の投資について、改めて状況とスケジュール感を公開でき

る範囲で教えてください。 

A3：：研究開発では、現在大規模 EC事業者様へ向けた ECプラットフォームの開発を行って

おります。本開発は 2023/5 期中に目処が立つ予定となっており、2023/5 期下期頃から営

業を開始し、2024/5 期以降には順次お客様にご導入いただけるようなスケジュールで進め

ております。 

その他、いくつか新しいプロダクトの設計を開始しておりますが、まだ公開できる範囲では

ございませんので、以上の通りとさせていただきます。 

 

 

Q4 中長期の採用計画について教えてください。 

A4：：採用ペースについては、基本的には現在と同様、新卒採用において 10～15名、中途採

用において 10～15 名、年間で 20～30 名の採用を維持していきたいと考えています。 
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Q5： 競争環境の変化について教えてください。例えば、同一業態ではないですが、： BASE」

が手数料を改定している影響の有無も含めてコメントをお願いします。 

A5：：大規模向け ECソリューション事業：（ebisumart）について、いくつか競合他社はござ

いますが、例えばご質問いただいた： BASE」の手数料改定の影響を感じている状況はござ

いません。引き続き、競争環境において良い意味でリニアに反応していき、弊社の営業努力

によって新規受託案件を増加させ、しっかりと進めていきたいと考えております。 

ただし、スタートアップ・中規模向けである： ebisumart：zero」については、比較的競合他

社が多いため、弊社のやり方で結果が出せるかは未知数な部分もございますが、良い結果を

出せる想定を持って取り組んでまいります。 

 

 

Q6 新型コロナウイルスの動向はなお不透明ですが、今春以降は社会のリ・オープニング

の動きが加速しているようにも見受けられます。これにより、ネット利用時間が伸び悩み、

GMVの成長へネガティブな影響を与える可能性について考えを教えてください。 

A6：新型コロナウイルスの収束が GMV の成長にネガティブな影響を与えることは想定し

ておりません。私どもの見解ですが、ECとリアルの垣根が非常に少なくなってきておりま

す。EC からリアル、リアルから EC にどう送客するかを含めて、両者が競い合うというよ

りは、2者間の相乗効果によって発展していく流れができていると感じています。 

そのため、新型コロナウイルスの感染拡大が収束していくと、当然リアルの売上は上がって

いくと思いますが、この流れは IT（EC）に対する新たな投資のトリガーになると考えてお

ります。 

 

 

Q7 システム移行のコスト効果はどの程度今期計画に織り込んでいるか。 

A7：：：（CFO：赤荻：隆より回答）システム移行後のコスト効果については、実際の予算計画に

は織り込んでおりますが、弊社サービスが Amazon の Web サービスを利用している関係

上、昨今における為替の円安影響と若干相殺されており、2023/5 期計画上においてはコス

ト効果を大きく見込んでいない状況でございます。 

 

 

Q8 足元の円安やインフレの影響で、各店舗の損益が悪化しているような動きは顕在化し

ているのでしょうか。そして、御社へ条件引き下げなどの要望が強まる可能性があるのでし

ょうか。 

A8：確かにお客様の事業の営業利益率については把握しておりませんが、現状はそういっ

た状況を肌で感じておりませんし、お客様からの条件引き下げなどのご要望も特に頂戴し

ておりません。 
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以上 


